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論文
独占的競争経済における均衡の存在について
価格変域が有界な場合＊
坂 根
?
一＊＊
要約
本稿では，生産物価格の決定能力を有した独占的競争企業が内在する一般均衡モデルが
研究される．この経済モデルにおいて，独占的競争企業の利潤関数の凹性を仮定すること
なしに，均衡の存在が証明される．
キーワード：一般均衡；独占的競争；製品差別化
経済学文献季報分類番号： 02-21 ; 02-23 
1. 序文
本稿では，生産物価格の決定能力を有した独占的競争企業が内在する一般均衡モデルが研究さ
れる．競争経済における均衡の存在を論じた先駆的業績Arrowand Debreu (1954), McKenzie 
(1954), Gale (1955), Nikaido (1956)およびDebreu(1959)以来，ほとんどすべての一般均衡モ
デルでは「多数存在する経済主体の各々は，価格に影響を及ぼすことができない」という仮定
の下で研究がなされてきた．さらに「アトムが存在しない測度空間」 (atomlessmeasure space) 
の点として経済主体を取り扱うことで，経済主体の価格影響力を完全に無視し得る理論的枠組
みが提示された（例えば， Aumann(1966)や Hildenbrand(1974)を参照のこと）．
しかし現実経済には，生産物価格を設定し得る不完全競争企業が存在していることは，明らか
な事実であろう． したがって私は，価格設定能力を有した不完全競争企業を含んだ一般均衡モデ
ルの分析の重要性を強調したいのである．実際Negishi(1961)の独創的研究以来，不完全競争を
仮定した一般均衡モデルが提示されてきている．例えば， Gabszewiczand Vial (1972), Fitzroy 
(1974), Marschak and Selten (1974), Laffont and Laroque (1976), Novshek and Sonnenschein 
(1977), Silvestre (1977a), Silvestre (1977b), Cornwall (1977), Hart (1979), Hart (1985a), Hart 
(1985b), Hart (1985c), Gary-Bobo (1989), Codognato and Gabszewicz (1993), Pascoa (1993) 
などである．
＊本論文は，関西大学在外研究（平成 15年 4月一平成16年3月）制度の助成を受けた．
* E-mail address: sakane@ipcku.kansai-u.ac.jp (Hirokazu Sakane) Tel.: +81-6-6368-0604. 
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ところが不完全競争を仮定した一般均衡モデルにおいてその均衡の存在を証明する際，ある技
術的な問題が発生する． これは完全競争を仮定した標準的モデルでは現れない問題である．仮
に不完全競争企業が生産物の価格をその需要関数に基づいて設定し得る場合，利潤関数の凹性
したがって供給対応の凸値性が，必ずしも保証されなくなるである． このために Kakutani-Fan-
Glicksbergタイプの不動点定理(Kakutani(1941), Fan (1952), Glicksberg (1952))を応用する
ことによって，均衡の存在を証明することが不可能になるのである．その結果として Roberts
and Sonnenschein (1977)が指摘するように，利潤関数の凹性を「選好関係，初期賦存そして技
術といった基礎的データ上の仮定」から導出するのではなく，直接的に仮定せざるを得なくなる
のである．これは今なおこの研究領域において，重大な問題として残されたままとなっている
のである．本稿のテーマは，利潤関数にこの仮定を置くことなしに，独占的競争を含んだ「大き
な経済」 (largeeconomy)の均衡の存在を証明することである．
以下では (i)消費者と企業， (i)財の種類， (ii)消費者行動，および (iv)企業行動について，そ
れらの特徴的な仮定を述べるとともにモデルの概略を説明することにする．
(i)消費者と企業は連続濃度で存在する．
(i)£ 種類に分類された産業に，差別化された財 (differentiatedcommodities)もしくはブラン
ド(brands)が連続濃度で存在する．これら差別化された財の他に，消費者の初期賦存として n
種類の同質な財 (homogeneouscommodities)が存在する．各々の企業は消費者から提供される
同質な財を投入して，単一の差別化された財を生産する．さらにそれらは同時に複数の企業に
よって生産されないものとする．
(ii)全ての消費者は，各産業に連続濃度で存在している財のうち， 1種類だけを彼の好みの財
として選び出し，£種類の財の組み合わせを消費対象とする．これはHart(1985b), Hart (1985c) 
そして Pascoa(1993)と同様に，「非近接財の状況」 (non-neighboringgoods situation)を仮定
することを意味する．つまり各消費者にとって，彼の好みの財と代替可能な財は他には存在し
ない，という状況を仮定するのである．すべての消費者が有限個の財のみを消費するとすれば，
あらゆる産業において各財の需要関数を定義することが可能となる． これらの仮定の下で，任
意の企業は独占的競争主体として生産財の価格を設定し得る． しかしインプットとして投入す
る同質な財については，価格受容者 (pricetakers)であるとする．またすべての消費者はすべて
の財について価格受容者であると仮定する．
(iv)すべての独占的競争企業は生産計画を操作変数として，生産財の価格をその需要関数に
基づいて設定し得ると仮定する．生産計画に対してその価格を与える関数が，需要関数の微分
可能性を仮定することなしに，陰関数定理によって導出される．各独占的競争企業は生産財の
価格を設定しながら利潤を最大化する．
これら諸仮定の下で構築される独占的競争を伴った一般均衡モデルの均衡は，
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•すべての消費者がにの意味において，最適な消費計画を選択している，
•すべての独占的競争企業が利潤を最大にする生産計画を選択している，
•すべての差別化された財および同質な財について，需給が一致している，
という条件を満たす状況として定義される．本稿の目的はこの均衡の存在を証明することである．
2. 独占的競争経済の定義
2-1. 財と価格
t種類の産業において，差別化された財(differentiatedcommodities)もしくはブランド(brands)
が連続体で存在するものとしよう．任意のjE {l, ・ ・ ,£}について叫刀を第j産業で生産され
得る差別化された財のすべての集合であるとしよう.Tjは非空，完備そして可分なコンパクト
距離空間であるとする．尻をmのボレル部分集合の族であるとし， Tjはその上で定義される非
アトム測度(nonatomicmeasure)とすれば，第j産業で生産され得る差別化された財の測度空
間を (Tj,巧，Tj)と特定化し得る．さらに T:= ITいTj,!Y := f1;=1⑦ そして T:= r;=l Tjとし
て，測度空間 (T,!Y, T)を定義しよう．
C(T;,R十）は刀上で定義された非負の値をもつ連続実数値関数のすべての集合とし，そこに
弱位相 (weaktopology)を導入する．これは第j産業で生産される財の価格の集合であり，その
要素はPjと表される．もし ajとbjが，任意の tjE 1jについて 0< aj(も） <bパち）く ooを満た
すC(T;,R』の要素であれば， Pj(も）：= [aj(も）， bj(も）］によって定義される対応pj:T; → 2釦
を考えることができる．第j産業で生産されるすべての財の価格集合は，以下で定義されるよ
うな C(Tj,凡）の部分集合f!J)jであると仮定する，
f!lJj := {Pj E C(刀，R+)IVtj E刀， pj(も） E Pj(も）｝． (1) 
免はC(刀，凡）の非空，弱コンパクト，凸部分集合であることは明らかである．さらに以下の
ような積空間を定義しよう，
少：＝ク1X・ ・ ・X 9£. (2) 
差別化された財の他に n種類の同質な財が存在するものとしよう．それらは企業によって生
産されないものであり，消費者の初期賦存であると仮定する．任意のmE {1, ・ ・ ,n}について，
同質な財の価格は qmと表される．価格ベクトルq:= (q1・・，qn)は通常のように，以下で定義
される価格単体の要素であるとする，
Q := { q ER~ ご伽=1 }- (3) 
1)これ以後，その主張が任意の jE {1, ・・・，£}について成り立つときには， 「任意の jE {1, ・・，I!.}に
ついて」という記述は，ほとんどすべての場合において省略される．
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2-2. 消費者
(graph(に），e)を以下の仮定を満たす2Ri+nxR←nx R~ の要素であるとしよう，
(A.1)(i)消費集合Xは下に有界な (RC十n,d)の非空，閉，凸部分集合である，
(i) X上で定義された選好関係には以下の諸条件を満たす，
(a) tは反射性，完備性，推移性および狭義凸性を満たす，
(b)graph(t):={(x,y) EX x Xixにy}はRc+nxRc+nの閉部分集合である，
(iii) 初期保有も：＝（五•••，届）は，すべての m E {l, ・・.,n} についてもm~Xm を満たす Xm ER 
が存在するような (R叫d')の要素である．
Gをすべてのgraph(t)の集合とし， hをRC十nxRc+n上で定義されたハウスドルフ距離とすると，
Gx応上の距離h*をが((graph(に），e),(graph(に）＇，ぞ））： = h(graph(に），graph(t)')十 d'(e,召）
と定義することができる. G X庁の位相を距離h*によって導入する．集合GX Rnとその要
素 (graph(に），e)を，それぞれ簡略的に Iおよびiと表わすこととし， iを消費者と呼ぶことに
する.fをI上の¢加法族とし， f上で定義された非アトム測度を pとすると，消費者の測度
空間を (I,f, p)と定義することができる．
我々はHart(1985b), Hart (1985c)およびPascoa(1993)と同様に，任意の消費者iは差別化
された財の£種類の組み t:= (t1, ・ ・. 山） ETを選び出すものと仮定する．消費者iEJに対し
て，彼が好む差別化された財のt個の組を対応づける関数をゅ： I→ Tとし，以下の仮定を設
定する，
(A.2)関数ゅ： I→T, i 1---+心(i)は連続かつ全単射である．
この仮定 (A.2)の下では，消費者を彼の選ぶブランドのt個の組tと同一視することができる．
対応X:J→ 2だ＋れと関数も： I→印は Debreu(1969)の定理 2によって連続であることが証
明されるので， Xoゅおよびeo 7/Jもまた連続であることは明らかである． これら 2つの合成写
像もまたそれぞれX:T→ 2炉+nおよびe:T→ 庄と表すことにする．こうして tを選び出
す消費者の消費計画は， x(t):= (~(t),e(t)) E X(t) と書かれる（ここで ~(t) は差別化された財
の消費計画を， e(t)は同質な財の消費計画をそれぞれ表すものである）. C(T,Rc十n)を連続関数
x:T→ RC十nのすべての集合であるとして弱位相を導入する．究を以下のように定義する．そ
れは明らかに C(T,Rc十n)の非空，弱閉，凸部分集合である，
；む：= {xE C(T,Rc十n)JVtET, x(t) EX叫 (4) 
C(Tj, R)を連続関数冗： Tj→ Rのすべての集合とし，そこに弱位相を導入する．この集合
の要素 'Trjは第j産業の企業の利潤を表すものである．利潤は次節において正式に定義される．
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我々は任意の tjE½ について，条件—oo < r;(も）こ冗（も）こ爪も）く ooを満たすr;および乃
がC(Tj,R)に存在すると仮定する．これらはそれぞれ利潤の上限と下限を表すが，次節におい
て正式に定義される．几を以下のように定義する．
~:={冗 E C(Tj, R)IVtj E刀．冗（も） E [r;(も）， T'j(も）］｝． (5) 
これは明らかに C(T;,R)の非空，弱コンパクト，凸部分集合である． したがって II:=ITいIly
もまた同じ性質を持つ．この集合の要素 (7rぃ...~rrl) を簡略的に T と書くことにする．消費者 t
への企業tjの利潤の分配を 0j(tj,t)と表し，関数0j:Tj x T→ [O, 1]に以下の仮定を設定する，
(A. 3) (i)任意の t1E T1について 01(t1,・): T→ [O, 1]は連続である，
(i)任意のtETについて 0八・,t) : 刀→ [O, 1]は可測である，
(ii)任意の t1E~ について fr仏(t1,t)dT(t) = 1が成り立つ．
mを以下で定義される関数であるとしよう，
m:TxII→ R, (t, 1r) >-+ t J町t;,t凡（も）仇（朽）．
j=l 乃
(6) 
£個の財t:= (t1, ・ ・ ・ 山）の価格がp(t):= (P1(t1), ・ ・ ,pc(tt))と表されたとすると，消費者の富は
q・e(t) + max{O, m(t, 1r)}と定義される．我々は消費者の富について以下の仮定を設定する，
(A.4)任意の (t,p,q,1r)E Txf!JJxQxIIについて，条件inf{p(t)・((t) +q・e(t) Jx(t) := (((t), e(t)) 
E X(t)} < q・e(t) + max{O, m(t, 1r)}が満たされる．
対応Xの値域を X(T):= UtET X(t)と定義すると，予算対応は以下のように得られる，
B:Tx!YxQxII→ 2X(T), 
(7) 
(t,p, q, 1r)← + { x(t) E X(t) lp(t)・ ~(t) + q·e(t)~q·e(t) + max{O, m(t, 1r)} }. 
Bは非空，コンパクト，凸値を持つ連続対応である．実際，非空，コンパクト値を持つことは
自明である．また凸値を持つことは， 7rjに関する積分JTJ。j(tj,t)1rj(も）d巧（も）の線形性から示さ
れる．さらに関数m は仮定 (A.3)(i)および (i)の下，ルベーグの有界収束定理（例えばHalmos
(1950, p.110)における TheoremD)によって連続なので， Bの連続性は仮定(A.4)の下， Debreu
(1969)の定理 3から明らかである．我々は個別需要関数がを以下のように定義できる，
が： Txf!JJxQxII→ X(T), (t,p1q.T.)一エ.: (Vx E B(t,p(t), q, 1r), が ttX). (8) 
がは選好関係の狭義凸性の仮定から一価関数である．またその連続性は， Debreu(1969)にお
ける定理 (4)によって証明される．
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差別化された財の総需要関数の定義に移ることにしよう．我々は消費者の差別化された財ヘ
の好みは，集合T上に満遍なく散らばっているものと仮定する．
(A.5)po心―1はTに関して絶対連続である．
仮定 (A.5)の下， Radon-Nikodymの定理（例えばHalmos(1950, p.128)のTheoremB)から以
下の条件 (9)を満たす可測関数fが存在する，
VEE !Y, po心―1(E)= J j(t)dT(t). 
E 
(9) 
積空間T1X・ ・ ・X刀ー1X刀十1X・・・XTeをT_j, またその要素を t_jと表す. T_i 上のボレルぴ—
加法族をグ一Jと表し，グ一J上で定義される非アトム測度を T_jと表す. A:= F1 X・ ・ ・X Fjー1X 
刀XF;+1 X・ ・ ・X Fe, A_j := F1 X・ ・ ・X F'jー1x Fi+I x・ ・ ・x Feとしよう，ここでFi'E尻(j-I j') 
である．するとも（正確には T1X・ ・ ・X Tj-l X {も}x 1;+1 x・ ・ ・x Te)が与えられたときの Aの条
件付確率は，以下によって定義される，
叫AI t;):= l'. J J(t)dr_叫） (10) 
j(t)dT_j(t_j) 
T_i 
消費者 tの個別需要ベクトルが(t,p(t),q, 7r)は，（ぐ(t,p(t),q, 7r), e*(t,p(t), q, 7r) と表される，
ここでぐ(t,p(t),q, 7r)および e*(t,p(t),q, 7r)は，それぞれ差別化された財の最適消費計画，同
質な財のそれを表している．またぐ(t,p(t),q, 7r)の第 j要素は e;(t,p(t),q, 7r)と記述される．
Tj X免 X.. X R+ X .. X乞 XQ XIIの部分集合Kjを以下のように定義しよう，
Kj := {(tj,P1, ・ ・ ,Pj(tj), ・・・,Pc, q, 1「)IPj(tj) E Pj(tJ}. (11) 
このとき総需要関数Dj:Kj→ Rは次のように得られる，
Dj: Kj→ R, (も，pぃ...,Pj(も），・・ ・,Pe,q,1r)I---*J灯(t,p(t),q, 1r)弘 (tIも） • (12) 
T 
我々は密度関数fについて，以下の仮定を設定する，
(A.6)任意のjE {l, ・・，R,}およびtjE 7'yについて， t1Jがtjに収束するなら， J(・,・・,t1J,・・,・)
は!(・,...'tj, ・・・，・）に測度収束する．
補題 1:任意のjE {l, ・・，f}について，関数Dj:Kj→ Rは連続である．
（証明）：証明を通じて，任意にjE {1, . ・,f}を固定する．任意の (tぃP1,・・・,pj(も），・・・,Pc,q, 1r) E 
Kjについて， I釘(・,...'tj, ・・，・,pぃ...,Pj(も），・・・，Pc,q, 1r) II:= supLj Er_j I釘(t,p(t),q, 1r)Iと定義
68 
独占的競争経済における均衡の存在について価格変域が有界な場合（坂根） 69 
する． もし以下の諸条件， (i)(t1],P『,・・・,pパ灯），・・・,Pe,q叫炉）→(tぃPi,・・・,pj(も），・・・,Pc,q, 1r)⇒ 
11~; (·'...'t1J'...'.'p~'...'p1J (t1J)'...'Pe'qn~Jin) -(; (-'...'t j'・・，・,Pi,・・・,Pj(も），・・・,Pc, q, 1r) 1→ 
0および(i)t1J→ も⇒叫・lt1])三→μj(・I tJが成り立つとすると， Aliprantisand Border (1994, 
p.260)における系 6.47から所望の結論を得ることができる． こうして先の諸条件が成り立つこ
とを示せば十分である．条件 (i)は需要関数ぷの連続性から得られる.t1J→ ものとき，仮定
(A.6)の下，ルベーグの有界収束定理（例えばHalmos(1950, p.110)における TheoremD)から
Lーif (t1,''', t7J,'・・，匂）dT_j(t_j)→ いf(t1, .. : tj:. ・・，柘）dT_j(t_j)がすべての A_jE fY._一Jにつ
いて成り立つ． したがって μj(・ItJの定義 (10)によって，条件t7J→も⇒ μj (A I t1J)→ μj(A I tj)
がすべての AE !Yについて成り立つ.Aの境界8Aについて μj(8AI tj)= 0なので，先の条件
(i)はBillingsley(1999, p.16)における定理 2.1から得られる． ロ
2-3. 独占的競争企業
本節では，独占的競争企業の行動が述べられる．我々は，すべての企業は消費者から提供さ
れる n種類の同質な財を投入して， 1種類の差別化された財を生産するものと仮定する．また
その財は当該企業によってのみ生産されるものと仮定する．これらの仮定の下，各産業におい
て企業とその生産ブランドとを同一視できる．さらにすべての企業が自ら生産する財について，
その需要関数を正確に認知しているものと仮定する． したがって各企業はその需要関数に基づ
いて，価格を設定し得る能力を持つのである． しかし投入要素については価格受容者であるもの
と仮定する．通常のようにすべての企業は，利潤を最大にするように行動するものと仮定する．
我々が企業の価格設定能力について述べ，不完全競争を含んだ一般均衡モデルの均衡の存在
を論じる際，完全競争を仮定した標準的一般均衡モデルにはない問題が発生する．各企業が生
産物の価格をその需要関数に基づいて設定し得る場合，利潤関数の凹性したがって供給対応の
凸値性が必ずしも保証されなくなるのである． したがって Kakutani-Fan-Glicks bergタイプの
不動点定理(Kakutani(1941), Fan (1952), Glicksberg (1952))を応用することによって，均衡
の存在を証明することが不可能になるのである．そのために Robertsand Sonnenschein (1977) 
が指摘するように，利潤関数の凹性を「選好関係，初期賦存そして技術といった基礎的データ上
の仮定」から導出するのではなく，直接的に仮定せざるを得なくなるのである． これは今なおこ
の研究領域に残された重大な問題である．我々は利潤関数にこの仮定を置くことなしに，独占
的競争を含んだ一般均衡モデルの均衡の存在証明を試みる．
さて独占的競争企業の行動についての正式な記述に移ろう.}'J(も） cRc+nを第j産業におけ
る企業tjET-の実行可能な生産計画y-(t1 J) := (0.---.0.TJj(も），0,・ ・ ,0,wj (も），・・・，碍（も））のす
べての集合としよう，ここでT/j(も）は生産物の量を示し，（叫（ち），・・・，吋（も））は要素の投入量の
組み合わせを示している. (w}(も），・・・，吋（も））はまた凸（も）とも表される．
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(A. 7)任意のjE {1, ・・・，£}について，½:½ → R←nは非空，閉，凸値を持つ連続対応である．
消費者の集合I(もしくは仮定(A.2)のもとでT)のコンパクト性と仮定(A.l)(ii)の下，企業の利
用可能な要素投入量は有限であるから， Eのコンパクト値性が(A.7)から帰結する.C(Tj, RC十n)
を連続関数Yj:刀→ RC十n のすべての集合とし，そこに弱位相を導入する．対応½ を用いるこ
とによって，集合筑を以下のように定義し得る，
~:= {yj E C(Tj, Re十n)IVtj E Tj, yj(も） E l".i(も）｝． (13) 
これは明らかに C(Tj,Rf+n) の非空，弱コンパクト，凸部分集合である-~パむ）およびyパも）が
定義された今，几の定義(5)における利潤の上限rj(tj)および下限r;(も）を正式に定義できる，
rj(も）：= max{bj(虞（も）他(tj)E YJ(も）｝，
r;(tj) := min{ q・wj(も）Jyj(も） E YJ(も）｝．
我々は独占的競争企業の生産能力について，以下のような仮定を設定する，
(14) 
(15) 
(A.8)任意の jE {l, ・ ・，R}および (p一j,q,1r)E jJ/J_j X Q XIIについて， Dj(tぃP1,・・・,pj(も），
・・・,Pe, q, 1r) =叫も）を満たすPiも） E Pj(し）および叫も） E int lj(ち）が存在する．
ここでintlj(も）はlj(も）の内部を表す． この仮定はすべての (p,q, 1r) E少 XQ XIIについて，
各企業tjがDj(tゎPi,・・・,pパtj),・・，Pe,q,1r)を満たすことが可能な十分な生産能力を有してい
る， ということを意味している．総需要関数について以下の仮定を設定する，
(A.9)任意の jE {l, ・・，R}および (tj,P-j,q,1r)E刀x少-jX Q XIIについて，総需要関数
Dj(tゎPi,・・，・，・・・,Pe,q, 吋： Pj(tj)→ Rは単射である．
仮定 (A.9)は正確には，任意の (tj,P一j,q,1r)E Y'j X P,l)_j X Q X JIについて， Pj(も）＃約（も）
⇒ Dj(tj,Pぃ...,pj(ち），・・・,Pe,q,1r)ナDj(tj,Pぃ...,Pj(も），・ • ・,Pe,q,1r)が成り立つことを意味し
ている．もし総需要関数がPj(し）について，十分に減少的ならこの仮定は満たされるであろう．
我々は以下のようなgraph(lj)x 9ーjxQxII の部分集合½ を定義する，
½:= { (tj,yj(も），p一J・，q,1r) I玩（も） E Pj(ち）， Dj(ti,Pぃ...,Pj(も），・・・，Pe,q, 1r) = T/パも）}. (16) 
任意の (P-j,q, 1r) E 9一jxQxIIに対して，企業tjE Tjが選択する生産計画yj(も） E lj(ち）に
対して生産物価格Pj(も）を対応づける関数<{}jを以下のように定義できる，
<{}j : ½ → R, (tぃ砂），P-j,q, 1r) t---+ pパも）； Dj(tj,P1, ・.,Pj(も），・・・,Pe,q, 1r) =訊）. (17) 
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仮定 (A.8)の下，この関数l.pjは定義可能である．そして仮定 (A.9)によって，それは一価関数
であり叫ti,Yi(も），P-i,q, 1r) E Pj(も）を満たす．凸(tj,Yi(し），P-i,q,1r)は，任意の (P-i,q, 1r) E 
少-jX Q XIIについて，その企業tjが叫も）を売り切るための最高値を表しているのである．
補題 2:任意の jE {l , R}について，約.Vi→ Rは連続である．
（証明）：任意にjE {1,・・・,R}を固定する. Tj X Rl+n X少1X・・・xRtx・・Xf!/Jc X Q X JIの部分
集合Ajを{(ti,Yi(も），pぃ...,pj(も），・・・，Pc,q,1r)I Pi(も） E Pi(し)， Yi(も） E }'j(も）｝と定義しよう．
さらに砂：={(tj,yj(も），pぃ...,pj(も），・・・，Pc,q, 1r)IDi(tぃP1,・・・,Pi(も），・・・,Pc,q, 1r) =叫も）｝と
定義しよう．またこれは{(tゎYパも），pぃ...,Pi(も），・・・,Pc,q,1r)仇（も）＝切(tj,yj(も），P-j,q, 1r)} 
に等しい. ½o が非空であることは仮定 (A.8) から明らかであり，それが閉集合であることは補
題 1と兄の上半連続性から示される． したがって l.pjのグラフもまた明らかに閉集合である．ロ
叫も，yj(も），P-j,q, 1r)はDi(ti,Pぃ...,pj(も），・・・,Pc,q, 1r) =叫も）の解として定義されているの
で，各企業 tj は ½c 上では価格情報を獲得できない． したがって我々は当然，各企業が価格情
報を獲得し得るような生産計画を選択するように，行動するものと仮定する．さもなければ各
企業は利潤を算定できないであろう. (tj・，P-j,q, 1r) E Tj X p一ixQxIIに対して，価格情報を
獲得できる生産計画に関連づける対応を以下のように定義できる，
じ：刀 Xp_j X Q X JI→ 2杞+n,(tj,P-j,q,1r) 1---t 
(18) 
{yj(も） E 1';(も）臼pj(し） E Pj(も）， Dj(tj,P1,・ ・ ,pj(も），・・・,Pc,q, 司=T/j(も）｝．
補題 3:任意のjE {l, ・ ・ ,f}について，じ：刀 xP一jxQxII→ 2が+nは非空，コンパクト，
凸値を持つ連続対応である．
（証明）：任意に jE {l, ・ ・ ,f} を固定しよう．（上半連続性）｛砧}~=1 を任意の (tr;,P~j,q叫炉）€
Tj X p_j X Q X IIおよびnENについて， UnE I'j(t'].p~J"q叫炉）を満たす点列としよう. Unの
第j番目の要素を u7と表すと， この条件はすべての nE .Vについて，ある価格rnE Pj(t1J)の
下では， Dj(t1,pf,・ ・ ,r叫・ • ・,Pc,q叫ザ） = u1Jが成り立つことと同義である．もし Un→ uおよ
び (t1J,P~j,q叫が）→ (tj,P-j, q, 7i)であれば， Eの上半連続性から rn→ r E Pj(も）が成り立つ
ので， Dj の連続性と½ の上半連続性から uはDi(trP1・・・.・Pj(も），・・・,Pc,q, 司=Ujを満たす．
これは uEじ(tj,P-j,q,Tr)を意味する．（下半連続性）任意の (tj,P-j,q, 7i) E刀 Xp_j X Q XII 
について， uEじ(tぃP-j,q,Tr)を随意に固定する．これは rjの定義から，ある価格rE Pj(ち）の
下では， Dj(tj,Pぃ・・ ・,r, ・・・,Pc, q, 吋=Ujが成立することと同義である.u E int "Y;(も）なので，
十分大きな n~n について， Di(t1J,pf, ・ ・ ,r凡....p7"qrげザ） E int{TJj(も）助（も） E 1';(も）｝であ
ることが補題 1からわかる． したがって Dj(t'}.Pi1. ・ ・ .r叫・ ・,Pc,q叫炉） = u7を満たすような
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点列｛砧}n~fi を定義することができる，~ の下半連続性から条件 Un→ uを得ることができる．
（非空値性）仮定 (A.8)から明らか．（コンパクト値性）任意の (tぃP-j,q,1r)E刀Xp_j X Q X JI
について， lj(ち）がコンパクトであることと，じ（かP-j,q, 1r)が閉であることから明らかである．
（凸値性）任意に（も，P-j,q, 1r) E刀Xp_j X Q XIIを固定する.Uj E lj(ち）と u1E lj(も）のそれ
ぞれは，ある価格rE Pj(も）およびが EPj(も）の下で， Dj(tぃPi,・・，r,.. ,Pe, q, 1r) = Ujおよび
Dj(tj,Pぃ...'r''・・,Pe,q,司=u'を満たすものとする.Dj(tぃPi,・ ・・・・・・, , ,Pe, q, 1r)は連続なの
で，中間値の定理 (intermediatevalue theorem) (例えばMunkres(2000, p.154)における定理
24.3)によって，任意の kE[O,l]について Dj(tぃPi,・・・,r", ・・・,Pe, q, 1r) = kuj + (1-k)u1を満た
す価格r"E Pj(も）が存在する.lj(む）は凸集合なので任意の kE[O,l]について， ku+(1-k)u' 
はじ（かP-j,q, 1r)の要素である． ?
さて独占的競争企業の利潤最大化問題に移ろう.7rjを以下で定義される関数であるとしよう，
7rj : ½ → R, (tj, yj(ち），p一j,q,1r)1--+叫も，yj(も），P-j,q, 7r励（も）十q.wj(も）. (19) 
これは補題1によって明らかに連続である．我々は利潤関数1r;を以下 (20)のように定義する.Yj
は集合{(tj,yj(も），P-j,q, 1r)jyj(も） Eじ(tぃP-j,q, 1r)}に等しいので，関数1r;は ½xPーjxQxII
上で定義され得る．
可：刀 Xp_j X Q X JI→ R, 
(tj, P-j, q, 1「)卜→max{ 1rj(tぃyj(ち），P-j,q, 1r)IYj(も） Eじ（も，p一j,q,1r)}.
補題 4:任意のjE {l, ・ ・ ,f}について，ず・.T・xP -jX Q XII→ Rは連続である．
（証明）：任意に jE {l, ・・，f}を固定する．補題 2および 3の帰結の下，所望の結論は Berge
(20) 
(1963, p.116)における最大値定理 (maximumtheorem)によって証明される．
我々は供給対応Eを以下のように定義する，
Fj : TjX p_j X Q X II→ 2じ(Tj)'(tぃP-j,q,1r)t---+ 
?
(21) 
{yj(tj) E I'j(tj,P-j,q,1r)l1rj(tj,P—-j,q,1r)=1「j(tj,yj(tj),p一j,q,1r)}.
補題 5:任意のjE {1, ・ ・ ,R}について， Fj:刀xP一jxQxII→ 2Yi(いは非空，コンパクト値
を持つ上半連続対応である．
（証明）：任意にjE {l, ・・，R}を固定する．（上半連続性）補題4の帰結の下， Berge(1963, p.116) 
の最大値定理から明らかである．（非空値性） 1I"jの連続性から明らかである．（コンパクト値性）
Fjが閉グラフを持つことと Y'.;がコンパクト値を持つことから明らかである． ?
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3. 独占的競争経済ぷ~on。の均衡の存在
3-1. 独占的競争経済の均衡
我々は独占的競争経済ぬ。n。を正式に以下のように定義する，
(D. l) 汐~ono := { ((graph(に），e),ゅ,Ti: Yj, 0j) lE {1, . ・,£} }. 
さらに独占的競争経済汐~on。の均衡を以下のように定義する，
(D.2)独占的競争経済心on。の均衡とは，以下の諸条件 (i)rv (iv)を満たす要素 (p*,q*, x*, y*) 
E ITいC(Tj,凡） xQx究 X勿である，
(i) Vt ET, (Vx(t) E B(t,p*(t),q*, ず），が(t)tt x(t))八x*(t) E B (t,p* (t) , q*, 1r*), 
(i) Vj E {1, ・ ・ ,£}, Vtj E Tj, 可(tj,p*_j,q*, ず）＝叩(tj,町（ち），p*_j,か，ず），
(ii) Vj E {1, . ・, £}, Vtj E 刀， Dj(tj,P~,・ ・ ,P;(ち），・・・,Pe,q*, ず)-rJ;(も） ~0,
(iv) frが(t)d-r(t)-E~=l J乃叫（も）d巧（も）ー fre(t)d-r(t)~0. 
3-2. 独占的競争経済の均衡の存在定理
本節では，独占的競争経済汐~on。の均衡の存在を証明する．
存在定理：仮定(A.l)rv(A.8) の下，有界な価格変域クをもつ独占的競争経済汐~on。には均衡が
存在する．
証明 (I)すべてのtET について， Ucp,q,1r)E~xQ x I B(t, P, q, 1r) c H(t)を満たすコンパクト，凸
値を持つ連続対応H:T→ 2が＋れを考えると， C(T,Re+n)の部分集合死を定義し得る，
尻：= {x E C(T,Rt+n)IVt ET. x(t) E H(t) nX(t)}. (22) 
必は明らかに C(T,Rc+n)の非空，弱コンパクト，凸部分集合である．また勿：= ITい洸と定
義すると，弘は先の 2-3節で述べたように非空，弱コンパクト，凸部分集合であるので，勿も
また同様の性質を持つ．さらに夕を以下のように定義される Rnの部分集合であるとする，
ダ：= {!e(t)ふ(t)E Rn x E /Z 
T -t,{hj叫）仇（も）~R向 E 叫— {1e(t)dr(t) }・ (23) 
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{fr e(t)dT(t) ER叶XE,%}および{J⑰Wj(も）仇（も） ER叶yjE勿｝は， Aumann(1965)の定理
1, 2および4によって，それぞれ庁の凸，非空，コンパクト部分集合であるので，空もまた同
様の性質を持つ. C(T,Re十n)X ITいC(刀，Rl+n)X ITいC(刀，R+)X Rn-l X ITい C(½,R) X Rn 
に積位相を導入する．次の Sをこの部分集合として定義する，
8 := f" X勿 xf!JJxQxIIx玄
Sもまた明らかに非空，コンパクト，凸集合である.sの要素を簡略的に sと書く．
O'.jを以下で定義される写像としよう，
ai: S→免;,s曰叫・,Yi(・),P-i, q, 1r). 
(24) 
(25) 
叫s)はyゎP-j,qおよびTを除<sのすべての要素に依存しない.(f)j(tj, ・, ・, ・)は補題 2によっ
て，ほとんどすべてのtjE刀について連続なので， Sn→ sのとき，条件約;(・,y7J(·),P~j'q叫ザ）上→
叫・,Yj(・),P-j, q, 1r)が得られる． したがって以下で定義される aもまた連続である，
a:S→ f!lJ, S I--+ (c:¥1 (S), ・ ・・，叩(s).
(Il) zをクの要素としよう.{3が以下のように定義されると，
(3:S→ Q, s >-> {がEQ q'・z = max q・z}, 
qEQ 
(26) 
(27) 
それは非空，コンパクト，凸値を持つ上半連続対応であることが，標準的手法によって示される．
（田）ァを以下で定義される写像としよう，
'Y: s→ 恋， s~ が(・,p(-),q, 1r). (28) 
炉→ sとすると， 2-2節で述べられたようにが(t,・, ・, )はほとんどすべてのtETについて連続
なので，条件が(・,P刊・),q叫ザ）上→が(・,p(・),q, 1r)が得られる．
(N)釘を以下で定義される写像としよう，
ふ： S→几， S 吋ー(・,P-j,q, 1r). (29) 
Sn→ sとすると，補題 4によって可(tj,・, ・, )はほとんどすべてのtiE刀について連続なので，
可(-,p~j,q叫ザ）二吋(・,p一j,q,1r)を得る．したがって以下の写像6もまた連続である，
o: S→ I, s曰（ふ(s),・・，ふ(s). (30) 
(V)対応 Sjを以下のように定義しよう，
Ej: S→ 2翌 sI--* {y; E~IVも E 刀，町（も） E Fj(tぃP-j,q, 吋}. (31) 
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補題 5から Cjのグラフは弱閉である． したがって以下で定義される対応cも同様の性質を持つ，
c: S→ 2豆s一釘(s)x・ ・ ・x cc(s). 
さらに任意の sESに対して， c(s)の凸包を関連づける対応を以下のように表す，
COc: 8→ 2包 S1---+ CO c (S) . 
T 
(VI)くを以下のように定義される対応としよう，
(:S→ 2:, s -({/が(t,p(t),q, 1r)dT(t)} 
―苫{£,叫（も）仇(t;)町（も） E Fj(t;,pゴ，q,-n:),a.e.} —{/ e(t)dT(t)}). 
T 
(32) 
(33) 
(34) 
が(t,・, ・, ・)はほとんどすべてのtETについて連続なので， 8f--7 frが(t,p(t),q, 1r)ぷ(t)はルベー
グの有界収束定理（例えばHalmos(1950)における定理 D,p.110)によって連続である．また
補題 5の帰結の下， sf--7 J乃的(tj,P-j,q, 1r)d巧（も）は Aumann(1965)における系 5.2によって
上半連続である したがって s 曰 Ej=l{JTJ叫（も）仇（も） 1町（も）€ 町（も，P-j,q,1r),a.e.}もまた
上半連続である．任意の sESについて， Aumann(1965)における定理 1,2および4によっ
て， J乃F/(も，P-j,q,1r)仇（も）はそれぞれRc+nの凸，非空，コンパクト部分集合であることが示
されるので，区い{J乃叫（も）d巧（も） 1町（し）€ 乃（も，P-j,q,1r),a.e.}もまた同様の性質を持つ． し
たがってくは非空，コンパクト，凸値を持つ上半連続対応である．
さてりを以下で定義される写像としよう，
lJ!: s→ 2汽s曰{a(s)} x (3(s) x { ,(s)} x { 8(s)} x coc:(s) x ((s). (35) 
(l)rv(VI)からりは非空，凸値を持ち，そのグラフは閉である． したがって Fan-Glicksbergの不
動点定理(Fan(1952), Glicksberg (1952))により，不動点 s*E tJ!(s*)が存在する．
この不動点が心on。の均衡条件 (i)rv(iv)を満たすことを以下で証明する．最初に，条件 (i)
が満たされることはァの定義から明らかである．第 2に，条件 y*E co c:(s*)は明らかに満た
される．それと同時に条件可(・'p:_j'q*'ず） = 8(s事）もまた得られる．つまり任意の tjE Tjお
よび~j E {l, . ・, £}について，可(tj,p:_j,q*, ず） = -?1(tJ, Yj(ち），p:_j,q*,ず）町（も）十q*.wJ(も）が
得られる．このことはが Ec:(s*)を意味する． したがって均衡条件 (i)が得られる．第3に，
叫•，町 (·)'p:_j'q*' ず）は任意の tj E刀について， D;(tJ,Pi・...'p;(も），・・・,Pe,q*, ず） =TJ;(tj)を
満たすPjとして定義されるので，均衡条件(ii)は明らかに満たされる．最後に，均衡条件(iv)
が満たされることを示す．以下の条件が消費者の予算制約から得られる，
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1が(t). ぐ(t,が(t),q*'が）dr(t) + 1 ず• が(t,p*(t),q*, ず）dr(t) 
~1ず ·e(t)dr(t) + 1 m(t,ず）dr(t). (36) 
以下の 2つの条件 m(t,ず） =~~=lJTj0j(tj,t)可（も， p:_j,q*'ず）d巧（も）および可(tj'p:_j'q*'ず）
= p;(も）TJ;(tj,p:_j, かぷ） + q*・w; (tj, p:_j, q*, ず）が成り立つので，仮定 (A.3)(ii)から
l m(t, ず）ぷ(t)= t J (巧（も洲 (t;,P~;,q',ず） +q'・ 叫（も，p'_;,ず，ず））仇（ち） (37) 
j=l 乃
が成り立つ．さらに以下の条件を得ることができる，
J が(t). ぐ(t,が(t),q*, ず）dT(t) T 
= J utpj(も）匂(t,p'(t),q', ず）血(tIも））仇（も）
TJ T j=l 
＝芦lj巧（も）(! 匂(t,p'(t),q', ず）血(tIも））dr;(も）
T 
(38) 
＝とJpj(も）D;(t;,P;, ・ ・ ,pj(も），・・.,p;, ず，ず）仇（も）．
j=l 乃
J T e* (t, p* (t), q*, ず）む(t)―こいJ乃叫(tj,p*_j,q*, ず）仇（も）ー fre(t)dT(t)をがと表せば，条件
(36)は以下の不等式と等しい，
tlj(巧(t兄 (t;,P;,・ ・ ,pj(も），・・.,p;,q•, ず)-pj(も）がり）仇（も） + q'・z';£0. (39) 
任意のも E刀およびjE {l, ・ ・ ,£}について， Di(ti,Pi,・ ・ ,p;(も），・・ ・,Pe, q*, m *)= T/J (も）が成
り立つので，条件 (39) は q* ・ z*~0 となる． したがって所望の結論は標準的手法（例えばDebreu
(1959, p.83))によって得られる． ロ
本稿では，独占的競争企業によって供給される財の価格変域が有界であることを仮定した． こ
の仮定を設定することなく，均衡の存在を証明することが今後の課題となる．
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